
 第１６号 ( 購読無料 牟礼地域全戸配布 )        ほ っ と 通 信 む れ            ２０１８年(平成 30 年)１０月１日( 月 ) 

職場や外出先から避難してきて、家族と合流するために避難する場所を決めておきま

しょう。日頃から徒歩で避難経路を確認することも重要です。 

施設名 住所 電話番号

高松北高等（中）学校（体育館） 牟礼町牟礼1583-1 845-2155

牟礼中学校 牟礼町牟礼46-2 845-9604

牟礼コミュニティセンター 牟礼町牟礼302-1 845-4111

牟礼総合体育館(崖崩れ・土砂災害は不可) 牟礼町牟礼152-10 845-7060

牟礼北小学校 牟礼町牟礼2900-1 845-5742

牟礼小学校 牟礼町大町1560 845-9239

牟礼中央公園運動センター 牟礼町原1019-8 845-1563

牟礼南小学校 牟礼町大町1115-1 845-9324

はらこども園(指定緊急避難場所のみ使用） 牟礼町原570-1 845-0234

大町コミュニティセンター 牟礼町大町1463-2 870-1306

香川県立保健医療大学（体育館） 牟礼町原281-1 870-1212

牟礼中央公園(指定緊急避難場所のみ使用） 牟礼町原1019-8 電話なし

御山公園(指定緊急避難場所のみ使用） 牟礼町牟礼1355-1 845-5585

房前公園・源平の里むれ（道の駅）

(指定緊急避難場所のみ使用）
牟礼町原631-7 845-6080

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品 名 備考メモ 

懐中電灯 予備の電池があれば良い。1 人 1 個がベスト。 

携帯ラジオ 懐中電灯と一体になった手回し発電がついたラジオは便利。 

ろうそく 夜間の長時間停電は小さな明かりでも安心感がある。 

ライター 着火させるのにマッチより使い勝手が良い。 

缶入り乾パン 最低限の食料として、長期間保存のきく非常用食品でもよい。 

飲料水 持ち運びを考えると 1 人 1.5 リットルが妥当、常備は 3 リットル。 

救急セット 防寒用にも使えるマスクやキズテープや消毒薬があれば。 

常備薬 持病薬は処方箋のコピーも。 

軍手・手袋 とにかく瓦礫を避けるために手を大事に。 

レジャーシート 避難先でスペースを確保するために。 

タオル 汚れのふき取りやケガの手当など用途は多い。多めに。 

ポリ袋 物を仕分けたり、汚れ物を入れたり、雨具の代わりにもなる。 

笛(ホイッスル) もしも、ひとりで動けなくなったら助けを求める最終手段。 

現金 少しでも手持ちがあれば心強い。 

筆記用具 メモ帳とペン。耳の不自由な人や外国人との意思疎通にも。 

携帯用スリッパ 避難所で使用。旅行用の携帯スリッパは小さくたためて便利。 

車や家の鍵 施錠して避難した場合、家族が必要となる場合がある。 

眼鏡 コンタクトを含めて。 

携帯電話 携帯が使える場合もある。充電器を忘れずに。 

健康保険証 持っていると安心。 

運転免許証 自動車が必要な時、運転できるのは心強い。 

女性用品 生理用品・鏡・ブラシ・化粧品。 

高齢者用品 高齢者手帳・紙おむつ・着替え・持病薬・介護用品。 

赤ちゃん用品 粉ミルク・哺乳瓶・離乳食・紙おむつ・母子手帳・ベビーカー。 

阪
神
淡
路
大
震
災
、
東

北
大
震
災
、
熊
本
北
部
地

震
、
西
日
本
豪
雨
災
害
。

記
憶
に
あ
る
災
害
は
、
あ

る
日
突
然
に
地
域
全
体
を

ど
ん
底
に
落
と
し
ま
し

た
。
想
定
も
な
く
、
ま
さ

か
災
害
な
ど
遠
い
町
の
話

だ
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の

出
来
事
だ
っ
た
の
で
す
。 

瀬
戸
内
地
方
、
特
に
香

川
県
は
災
害
の
少
な
い
住

み
や
す
い
地
域
で
地
震
に

よ
る
家
屋
が
倒
壊
し
た
な

ど
は
記
憶
に
も
な
い
遠
い

昔
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
熊
本
北
部
地
震

が
発
生
す
る
前
、
こ
の
地

域
は
地
震
発
生
確
率
が
非

常
に
低
く
、
国
土
交
通
省

が
作
成
し
た
地
震
危
険
地

域
で
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大

規
模
災
害
の
予
知
は
ほ
と

ん
ど
で
き
な
い
と
語
る
学

者
も
い
ま
す
。 

一
旦
、
大
規
模
災
害
が

発
生
す
る
と
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
復
旧
す
る
ま
で
の

間
、
自
ら
の
命
を
守
る
た

め
に
、
非
日
常
の
生
活
が

待
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
必
要
最
低
限
の
備
え

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

防
災
対
策
は
、
こ
れ
で

絶
対
に
大
丈
夫
と
い
う
基

準
も
あ
り
ま
せ
ん
が
大
切

な
の
は
、
一
人
ひ
と
り
が

真
面
目
に
防
災
に
取
り
組

む
姿
勢
と
ご
家
族
で
安
全

対
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と

で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や

身
障
者
、
子
ど
も
な
ど
弱

者
が
ご
家
族
に
い
る
場
合

高
松
市
指
定
ゴ

ミ
袋
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

も
販
売
し
て
い
ま

す
。
コ
ピ
ー
や
簡
易

印
刷
も
賜
り
ま
す
。

お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。 

は
通
常
と
は
違
う
避
難
方

法
や
備
え
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
紹
介
し
ま

す
防
災
対
策
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
の
周
り
に
ど
の
よ

う
な
危
険
が
あ
る
の
か
考

え
、
被
害
が
可
能
な
限
り
小

さ
く
な
る
よ
う
必
要
な
対

策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

ス
テ
ー
ジ
、
イ
ベ
ン
ト
や
バ

ザ
ー
、
フ
リ
マ
＆
マ
ル
シ
ェ
、

高
松
大
学
の
学
生
さ
ん
に
よ

る
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ま
た
、
香
川
県
立
保
健
医

療
大
学
の
皆
さ
ん
と
の
、
健
康

ま
る
ご
と
チ
ェ
ッ
ク
や
恒
例

の
ビ
ン
ゴ
大
会
、
与
一
く
ん
と

の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
も
お
楽

し
み
に
！
ぜ
ひ
、
会
場
へ
遊
び

に
来
て
下
さ
い
。 

お
越
し
の
際
は
徒
歩
・
自
転

車
・
公
共
交
通
機
関
等
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

発
生
直
後
の
３
分
間 

 

と
に
か
く
身
を
守
っ
て
、

同
居
の
家
族
が
安
全
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。 

〇
身
を
守
る
こ
と 

〇
ス
リ
ッ
パ
や
靴
を
履
く 

〇
出
口
を
確
保 

〇
火
元
の
確
認 

〇
家
族
の
安
全
確
認 

発
生
か
ら
３
時
間
ま
で 

 

正
確
な
情
報
を
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン

な
ど
か
ら
得
ま
し
ょ
う
。
自

宅
の
状
態
や
津
波
の
危
険

が
あ
れ
ば
避
難
勧
告
を
待

つ
こ
と
な
く
避
難
を
開
始

し
ま
し
ょ
う
。 

〇
ご
近
所
へ
声
掛
け 

〇
家
族
と
と
も
に
避
難 

〇
車
は
使
わ
な
い 

 

高
齢
者
や
身
障
者
な
ど

弱
者
が
い
る
場
合
は
、
助
け

を
呼
ん
で
手
を
借
り
ま
し

ょ
う
。
建
物
の
倒
壊
や
津
波

の
危
険
が
な
い
場
合
は
自

宅
で
と
ど
ま
る
自
宅
退
避

も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
す
。

避
難
場
所
で
は 

 

助
け
合
い
の
心
で
行
動

し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
所
の

生
活
は
大
変
不
自
由
で
す
。

ス
ト
レ
ス
や
疲
労
か
ら
体

調
を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
健
康
管
理
に

は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
で

き
る
だ
け
体
を
動
か
し
て

十
分
な
水
分
を
と
り
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
服
装
で
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。 

〇
ゆ
ず
り
あ
い
の
心 

〇
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重 

〇
ゴ
ミ
は
所
定
の
場
所
へ 

〇
弱
者
に
は
気
配
り
を 

〇
運
営
リ
ー
ダ
ー
の
指
示

に
従
い
ま
し
ょ
う
。 

「
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も

だ
れ
で
も
」
を
合
言
葉
に
２

年
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ

ー
ナ
ー
に
、「
野
球
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
」
「
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
」

「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
な
ど
。

お
も
し
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ナ
ー
で
は
「
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
」

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
に
「
ジ

ャ
グ
リ
ン
グ
」
等
を
、
ち
び

っ
こ
た
ち
に
は
風
船
い
っ
ぱ

い
「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
そ

の
他
、「
体
力
測
定
」
や
「
バ

ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
も
用
意
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
是
非
、
牟
礼
総
合

体
育
館
に
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。 

 

現
在
、
む
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
で
は
地
域
災
害
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

牟
礼
地
区
独
自
の
皆
さ
ま
が
必
要

と
し
て
い
る
災
害
発
生
時
の
対
策

を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
、
各

自
治
会
を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定

で
す
。 
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訪問された岩手県議の千葉 進さんと正子さん夫妻 

１１月１8 日 
日曜日 

十
月
七
日(

日) 
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ぐ
迫
力
満
点
の
１
、
５
０
０

発
の
斬
新
な
花
火
と
Ｂ
Ｇ

Ｍ
と
の
コ
ラ
ボ
に
大
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

ご
協
賛
を
い
た
だ
き
ま

し
た
企
業
、
団
体
の
皆
様
を

は
じ
め
花
火
募
金
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

故
郷
「
牟
礼
」
に
帰
っ
て

く
る
若
者
た
ち
に
古
里
の

良
さ
を
・
・
・
と
ス
タ
ー
ト

し
た
「
お
い
で
ま
い
祭
り
」

こ
れ
か
ら
も
夏
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
地
域
住
民

の
力
で
末
永
く
開
催
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
協
力
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

今
年
で

４３
回
目
の
開

催
と
な
っ
た
牟
礼
地
区
の

夏
の
イ
ベ
ン
ト
、
２
０
１

８
お
い
で
ま
い
祭
り
は
、

８
月
４
日
の
土
曜
日
、
川

東
埋
立
地
を
会
場
に
約

６
、
０
０
０
人
を
集
め
大

盛
況
の
中
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

フ
ァ
イ
ア
ー
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
シ
ョ
ー
や
和
太
鼓

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど

の
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
、

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
夜
店
コ

ー
ナ
ー
に
会
場
も
大
賑
わ

い
。 祭

り
の
最
後
を
飾
る
百

花
繚
乱
・
花
火
シ
ョ
ー
で

は
、
夜
の
瀬
戸
内
海
を
バ

ッ
ク
に
、
頭
上
に
降
り
注

石
の
産
地
の
ご
縁
で
３５

年
間
に
渡
る
姉
妹
都
市
交

流
を
続
け
て
い
る
ア
メ
リ

カ
の
エ
ル
バ
ー
ト
ン
に
、
４

人
の
高
校
生
の
引
率
者
と

し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

出
発
前
の
研
修
で
あ
っ

た
高
校
生
の
メ
ン
バ
ー
は
、

み
ん
な
人
見
知
り
で
私
が

高
校
の
時
に
ホ
ー
ム
ス
テ

ィ
先
の
人
た
ち
に
思
い
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に

後
悔
し
た
こ
と
を
思
い
出

さ
せ
た
も
の
で
す
。 

到
着
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
も

と
に
不
安
そ
う
な
表
情
で

引
き
取
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
二
日
目
の
朝
の

顏
を
見
て
安
心
し
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
自

分
の
子
ど
も
と
し
て
私
た

ち
を
受
け
入
れ
、
愛
情
を
注

い
で
く
れ
た
の
で
す
。
ホ
ー

ム
パ
ー
テ
ィ
や
野
球
観
戦

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

現
地
研
修
で
は
日
本
で

は
体
験
で
き
な
い
こ
と
も

多
く
、
養
鶏
が
盛
ん
で
広
大

な
土
地
で
畜
産
用
農
作
業

（
大
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ど
）
を
見
、
同
じ
石
の 

産
地
（
花
崗
岩
）
の
採
石
方

法
も
、
山
を
削
る
牟
礼
と
は

違
っ
て
、
地
面
を
掘
っ
て
の

採
石
方
法
を
取
っ
て
い
て
、

こ
の
先
何
千
年
も
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
も
充

実
し
て
い
て
、
シ
ニ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
高
齢
者
が
自
宅

に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
よ
う

に
、
定
期
的
に
ビ
ン
ゴ
大
会

や
毎
週
水
曜
日
に
昼
食
が

提
供
さ
れ
一
緒
に
食
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
健
康
寿
命

を
延
ば
す
サ
ポ
ー
ト
に
は
、

国
や
州
の
補
助
金
が
支
給

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

ど
の
訪
問
先
で
も
皆
さ

ん
笑
顔
で
対
応
し
て
い
た

だ
き
、
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん

私
に
と
っ
て
も
貴
重
で
充

実
し
た
２
週
間
を
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
姉
妹
都
市
交
流
が

今
後
も
長
く
続
き
、
よ
り
多

く
の
高
校
生
の
人
生
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
機
会

と
な
る
こ
と
を
念
願
し
て

い
ま
す
。 

３３
期
派
米
事
業
引
率
者

米 

花 

聡 

子

 

１２
月
１６
日
（
日
）
１０
時
か
ら
１５
時 

石
匠
の
里
公
園
（
石
の
民
俗
資
料
館
） 

ス
リ
ル
満
点
の
氷
の
ス
ベ
リ
台
の
ほ
か
ク
ラ
フ

ト
コ
ー
ナ
ー
や
美
味
し
～
い
バ
ザ
ー
も
い
っ
ぱ

い
！
ぜ
ひ
遊
び
に
お
い
で
ま
～
せ
！ 

「地域・家庭・学校」が協力し、

子どもたちの笑顔あふれるふる

さとまつりにぜひ！各小学校に

お越しください！ 

牟
礼
の
町
か
ら
威
勢
の
良
い
か
け
声
や

太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ち
ょ
う

さ
が
町
を
練
り
歩
き
、
太
鼓
が
リ
ズ
ム
よ

く
打
ち
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。 

牟
礼
町
時
代
に
交
流
を
し
て
い
た
、
飯
綱

町
（
旧
牟
礼
村
）
へ
の
ス
キ
ー
体
験
活
動
や

飯
綱
町
児
童
と
の
交
流
な
ら
び
に
来
年
度
、

中
学
校
で
一
緒
に
な
る
町
内
３
小
学
校
児
童

の
交
流
も
兼
ね
て
、
今
年
度
は
左
記
の
と
お

り
「
交
流
体
験
活
動
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

日

時
：
１
月
１２
日
（
土
）
５
時
出
発 

１
月
１４
日
（
祝
）
１９
時
頃
帰
省 

場

所
：
長
野
県
飯
綱
町 

い
い
づ
な
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場 

募
集
人
員
：
町
内
小
学
６
年
生 

６０
名 

参

加

費
：
１
人
約
３
３
０
０
０
円 

移
動
手
段
：
貸
し
切
り
バ
ス
２
台 

参
加
要
件
：
健
康
な
体
と
心
、
意
欲
に
あ
ふ

れ
る
こ
と
。
集
団
行
動
が
得
意
な
こ
と
等 

募
集
要
項
は
、
１１
月
下
旬
ご
ろ
各
小
学
校
６

年
生
に
配
布
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

 

源
平
屋
島
の
合
戦
の
地

牟
礼
。
王
墓
に
残
る
佐
藤
継

信
の
墓
の
そ
ば
に
も
う
一

つ
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
８
月

２
７
日
～
２
８
日
に
岩
手

県
か
ら
こ
こ
を
訪
れ
た
の

が
、
千
葉 

進
（
県
議
）
・

正
子
夫
妻
。
岩
手
県
千
厩
町

（
現
一
関
市
）
は
、
か
つ
て

は
兵
馬
の
補
給
地
と
し
て

知
ら
れ
、
一
千
頭
を
超
え
る

飼
育
数
を
誇
っ
て
い
た
と

い
う
。 

そ
の
中
で
も
特
筆
さ
れ

る
の
が
太
夫
黒
。
源 

義
経

が
、
一
の
谷
で
鵯
越
を
か
け

下
り
、
屋
島
で
平
家
と
戦
っ

た
折
り
に
乗
っ
て
い
た
馬

で
あ
る
。
藤
原
秀
衡
か
ら
贈

ら
れ
た
と
も
、
後
白
河
法
皇

か
ら
賜
っ
た
と
も
言
わ
れ

る
漆
黒
の
名
馬
で
あ
る
。
我

が
身
の
代
わ
り
に
平 

教

経
の
矢
に
倒
れ
た
継
信
を

悼
み
、
志
度
寺
に
預
け
た
太

夫
黒
が
そ
の
後
馬
小
屋
を

抜
け
出
し
、
継
信
の
墓
に
寄

り
添
っ
て
亡
く
な
っ
た
形

で
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

千
葉
夫
妻
は
、
千
厩
町
当

時
の
資
料
を
も
と
に
太
夫

黒
の
墓
を
確
認
し
、
是
非
と

も
墓
参
り
を
し
た
い
と
来

町
、
関
連
資
料
の
あ
る
洲
崎

寺
や
源
平
史
跡
の
六
万

寺
・
与
一
の
扇
の
的
等
を
満

喫
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会

に
お
互
い
の
町
の
交
流
に

つ
な
が
れ
ば
と
の
思
い
を

胸
に
、
次
の
訪
問
地
で
あ
る

一
の
谷
に
向
か
わ
れ
ま
し

た
。
あ
な
た
も
一
度
、
太
夫

黒
の
墓
を
訪
れ
て
み
て
は

…
。 

 

今
年
度
も
牟
礼
町
成
人

式
が
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
１
月
３
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

 

牟
礼
町
出
身
で
平
成
１０

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１１

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

新
成
人
が
対
象
で
す
。
今
年

も
実
行
委
員
会
を
結
成
し

て
１
月
３
日
に
向
け
て
活

動
中
で
す
。
香
川
県
内
で
新

成
人
が
企
画
か
ら
運
営
ま

で
全
て
を
行
う
成
人
式
は

希
少
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

ビ
ン
ゴ
大
会
や
思
い
出

の
ス
ラ
イ
ド
上
映
、
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
な
ど
で
盛
大
な
成

人
式
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
は
８
月
末
に

結
成
し
、
定
期
的
に
会
議
を

開
い
て
担
当
や
出
欠
状
況
、

当
日
の
担
当
割
り
を
協
議

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
午
前

10
時
30
分
か
ら
受
付
、
11

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ 

 

 

写
真
右
か
ら
中
西
竜
之
介
君
、
中

央
は
実
行
委
員
長
の
下
谷
康
太
君
、

左
は
副
委
員
長
の
矢
野
柊
平
君 


